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正誤表

このたびはご購⼊いただきまして誠に有難うございます。本書に誤りがござ
いましたので、深くお詫び申し上げますとともに、下記のように訂正させて
いただきます。

2013年5⽉2⽇

訂正個所 誤 正

p.37 図2-4 平均値±SD 平均値±2SD

p.60 14⾏⽬
《解析⼿順》1）検定
統計量，
t値は・・・の2⾏下

推定値︓ 対になっ
た標本の差，d

推定値︓ 対になった
標本の差の平均値，d

p.70 7⾏⽬
◇結果の出⼒ ＜等分
散性の検定（ルービン
検定）＞

P＝0.415 P＝0.665

p.142 最後の⾏ ＝yi―b0＋bixi ＝yi―b0―bixi

p.188 2⾏⽬ ≒15 ≒14

p.188 3⾏⽬
結論

各群15例，両群で30
例の標本数が必要で
ある．

各群14例，両群で28
例の標本数が必要であ
る．

p.218 17⾏⽬

なぜ標本平均値の分
散が

 （標準偏差
は・・・

なぜ標本平均値の分散
が

 （標準偏差
は・・・


